
●講義の概要
　近代においては、政治の東京に対して経済の大阪といわれ
たように、関西経済は大きな地位を占めていました。またそ
の中心都市である大阪は「東洋のマンチェスター」とも称さ
れており日本の産業革命発祥の地とも謳われました。
　現在、東京一極集中が進展するなか関西経済も大きく変貌
しております。関西経済をマクロスケールの視点とミクロス
ケールの視点にわけて、関西経済の特色や変遷、今後の課題
を講義します。

●講義の到達目標
①　関西経済の地理的特色を理解する
②　関西経済の歴史・文化的背景を理解する
③　関西経済の現状を理解する
④　今後の関西経済について予見する知識を蓄積する。

●講義計画
第 1 回：関西圏の地域構造
第 2 回：データマップからみた関西圏の経済地域構造Ⅰ
第 3 回：データマップからみた関西圏の経済地域構造Ⅱ
第 4 回：京阪神大都市圏の構造変化
（第 1 回レポート課題）
第 5 回：近代における産業革命の進展と都市化
第 6 回：郊外鉄道の発達と郊外化の進展
第 7 回：高度経済成長期の関西経済
第 8 回：東京一極集中の進展と関西経済
第 9 回：関西圏の人口変化と京阪神大都市圏
（第 2 回レポート課題）
第10回：関西の基幹産業の立地と特色
第11回：関西の地場産業の立地と特色
第12回：ニュータウン・工業団地の開発
第13回：関西圏の観光産業とインバウンド観光
第14回：これからの関西経済－アジア経済とのつながり
（第 3 回レポート課題）
第15回：まとめ

●成績評価基準と方法
　授業への参加度とレポートの内容により総合的に評価しま
す。
　評価の割合は、
　　授業への参加度：30％
（特に最終回では、講義の到達目標の④について質問し、
評価します。）

　　レポートの内容：70％
（３回予定のレポート提出では、講義の到達目標の①から
③の達成度を評価します。）

　レポートの提出回数は3回、提出予定時期は上記の講義計画
に記載のとおり。レポートの課題は、講義内容についての①
感想、②興味をもったこと、③意見と質問です。第3回のレポー
トは、受講生が調べたことも含めます。

●テキスト又は参考文献
〔テキスト〕　使用しない。資料を配布する。
〔参考文献〕　一般財団法人 アジア太平洋研究所編『アジア太
平洋と関西 関西経済白書 2018』2018年（2,500円）

●受講上の留意点
　テキストは用いませんが、授業開始前にあらかじめ資料を
配布します。各自予習を心がけてください。また時折、あら
かじめ配布した資料をもとに授業時にプレゼンテーションを
してもらいます。
　また少人数なので、欠席の際は事前にメール等で連絡して
ください。
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●講義の概要
・歴史的・地理的な「関西」を理解した上で、その文化的特
色について比較地域的に分析する。

・江戸時代以来の関西経済と文化の発展をその関連性を軸と
してとらえた上で、現代の地域文化政策に果たす行政・企業・
市民の役割を検討し、文化による地域づくりの可能性を考
察する。

●講義の到達目標
　関西における文化と経済の関わりについて、歴史的・地理
的視野を含めて総合的知識を習得するとともに、今日におけ
る行政・企業・市民の社会的役割をふまえた地域の文化政策
に関する調査・研究能力を養う。

●講義計画
第 1 回：「関西」の歴史（1）「近畿」との違い
第 2 回：「関西」の歴史（2）「上方」との違い
第 3 回：「関西」の地理（1）「関東」との比較
第 4 回：「関西」の地理（2）拡大する「関西」
第 5 回：「関西文化」（1）アジアの中の「関西」
第 6 回：「関西文化」（2）関西文化を学ぶ意義
第 7 回：「関西文化」（3）関西文化の将来展望
第 8 回：「関西文化研究」前半のまとめ
第 9 回：「第 7 章　天下統一」（担当：加藤、以下略）
第10回：「第 8 章　上方文物」
第11回：「第 9 章　町と村」
第12回：「第10章　瀬戸内海と上方経済」
第13回：「第11章　近代化の進展」
第14回：「第12章　生活文化産業の発達」
第15回：「第13章　現代と展望」

●成績評価基準と方法
　授業に積極的に参加しているか（20％）、十分に予習して授
業に臨んでいるか（20％）、授業の際に積極的に適切な発表を
行っているか（20％）、講義内容に照らして適切なレポートが
作成・提出できたか（40％）

●テキスト又は参考文献
〔石上〕
プリントを配布する。参考文献は講義中に提示する。
〔加藤〕
テキスト：原田伴彦・作道洋太郎『関西の風土と歴史』山川
出版社、1984年

●受講上の留意点
　講義形式を中心に進めるが、課外講義も予定している。
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